
２０２０年度（令和２年度）協働のまちづくり推進事業報告書 

明王台学区まちづくり推進委員会 委員長 相良 穂積 

  (問合せ先) ０８４－９５２－３５１１（明王台公民館） 

事業内容 

（１）生涯学習推進事業（各種講座等） 

   （ ６～３月 明王台公民館・明王台小学校ほか １００人 ） 

（２）ふれあい交流事業 

   （ １２月２６日 門松づくり 明王台小学校・明王台公民館 ３０人 ） 

（３）環境美化公衆衛生推進事業（ 通年 学区内 １２０人 ） 

   （ ６月１４日・１２月１３日 明王台センター花壇整備 ） 

（４）まちづくり推進委員会運営事業（ 通年 明王台公民館 ） 

（５）防災整備事業  （ 通年 明王台公民館ほか  ５０人 ） 

（６）イノシシ対策事業（ 通年 明王台中央公園ほか ５０人 ） 

（７）学区内見守り活動（ 通年 明王台学区内    ７０人 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成 果 

     

   

課 題 

     

  

課題解決にむけて 

 

 

通学路の安全確保のため，イノシシ被害防止柵を設置しました 
  

 小学校児童の通学路の安全確保のため，１０月４日（日）・１８日（日）で自治会，小学校，小学校

PTA，子ども会，福山市の協力のもと，３・４丁目から中央公園・レンガ通りに至るガードレール下に

イノシシ被害防止柵を設置しました。    

 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止の為，各種諸行事等が中止となったことから事業計画や補助

金の使用使途を変更し，災害対策・イノシシ対策に振り替えて環境整備を充実させた。 

今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の為，計画していた行事等を実施できず，住民同士の

交流の場が少なかった。 

行事の見直し等含め，住民がまちづくり活動に興味を持ち，参加しやすい環境を作りたい。 

今後も多くの住民の参加を促進できるよう，広報活動に取り組んでいきたい。 

イノシシの通り道が分かるよう，柵に番号札をつけるなどの工夫がされています。 



 

 

 

 

        感染対策を取りながら「門松づくり」を実施 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明王台学区の住んで良かったまちづくり 

今年度は新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため，予定していた行事の

ほとんどが中止となりました。 

恒例となっている年末最後の行事の

「門松づくり」は役員一人ひとりが感

染対策を心がけ，地域で助け合いなが

ら前向きに，コロナ禍を乗り越えよう

という思いで作りました。 

 

 

 

 


